
教職員事業                             

１．教職員研修事業 

(1) 市教委主催研修 

教職員研修(ダンス講習等)、事務職員研修、学校保健研修を実施した。 

(2) 河内長野市教育フォーラム ’15 

学力調査等の結果からは、本市の子どもたちには「思考力」「判断力」や「表現力」などに課題があることが

分かっている。そのことをふまえ、言語環境を整え、言語活動を充実させる授業改善に取り組み、子どもたち

の主体的・能動的な学びを保障することについて研究協議する「河内長野市教育フォーラム’15」を開催（全体

会：平成２７年８月３日 分科会：平成２７年８月４日)した。 

    全体テーマ：「豊かな学びを支える言語活動の充実 ～子どもたちが輝く授業をめざして～」 

    参加者：延べ１,１１４人 

    全体会：特別講演「聞きたいと思う噺 ～言語の魅力を伝える～」 

        基調講演「学ぶ楽しさと教える楽しさ～言葉の玉手箱から広がる言語活動の充実～」 

    分科会：市内２会場にて４分科会別テーマで実施 

      第一分科会：小中一貫教育の良さを生かした言語活動と教育評価 

      第二分科会：「みんなちがって、みんないい」のその先へ～多様な子どもの理解とつながる支援～ 

      第三分科会：「言語活動の充実」を確かなものにするために 

      第四分科会：ＩＣＴ活用による授業改善 

(3) 教職員研修事業等への助成 

各校の教育重点に対応した研修会事業へ助成（６００,０００円）を行った。 

   市全体の教職員で教科及び教科外に分かれて教育の充実に取り組む組織である「河内長野市教育研究会」の

活動へ助成（３,０００,０００円）を行った。 

   学力向上、学習集団づくり、教育ＩＣＴ機器の効果的な活用などに取り組む先進校へ教員を派遣し、そこで

体感したことを河内長野の教育に取り入れ、発展させることを目的とした「はやぶさ」プロジェクトに助成（１

８９,１６０円）を行った。 

２．フロンティアスクール事業 

次のとおり、新しい教育諸課題に対応するため、指導内容の組み立ての工夫や多様な指導方法の導入による個

に応じた教育の推進充実に努めるとともに、新しい教育課程の編成について研究・実践に取り組んだ小・中学校

の活動に対して助成（７２０,０００円）を行った。 

学 校 名 テ ー マ ・ 内   容 

長 野 小 学 校 『生活を深める、豊かな学力の育成』～個を高め、集団を高める授業づくり～ 

南 花 台 小学 校 ICT(タブレット型)を活用した「伝え合う力、聴き合う力」の育成をめざした授業づくり 

楠 小 学 校 ｢自ら考え、伝え合う子の育成｣～思考を深める言語活動を授業の中にどう取り入れるか～ 

美加の台小学校 相手の思いを聞き、自分の思いを伝える力(コミュニケーション能力)の育成をめざして 

美加の台中学校 大阪府中学校連合音楽会への参加 

西 中 学 校 区 
９年間を見通した実践的コミュニケーション能力の育成～さらなる「使える英語」をめざ

して～ 

３．豊かな人間性をはぐくむ取組み推進事業 

学校・家庭・地域が一体となった協働できる体制の構築、子どもの自己肯定感・意欲を高める取組み、道徳の

時間の充実を盛り込んだ「豊かな人間性をはぐくむ取組み推進事業」を２中学校区（千代田、東）で実施（府委

託金：４００,０００円）した。 

４．教職員健康診断事業 

学校保健安全法に基づき、市立小・中学校の教職員を対象に健康診断を委託実施（一般検診：５３１人 大腸

がん検診：２９８人 検尿：５１５人 心電図検査：３２６人 頸肩腕検診：９人）した。 


